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マニラ日本人会 2022年 5月理事会議事録 

 

日  時：2022 年５月 24日（火） 13 時～14 時 

    マニラ日本人会 22 階大会議室（ハイブリッド） 

 

出 席 者：高野誠司（会長）、岡本淳宏（副会長）、 

          岡本和典（総務理事）、辰巳賢一（財務理事）、 

          片桐 浩（監事）、松永啓一、嶋田慎一郎、 

          篠原孝夫、森 啓輔、松尾 健、橋田武司、 

          岡本 健（以上各理事) 

          高岡真紀子、南良 勉、鈴木 勉、中村和生、 

          伊藤 淳、岩渕一郎、下田裕深 

         （以上各推薦理事） 

 

オブザーバー： 

＜在比日本国大使館＞ 岡島公使・総領事、牧野参事官 

 

冒頭、本日が最後の理事会となる南良推薦理事より挨拶

があった。 

続いて本日が初めての理事会となる岩渕推薦理事、下田

推薦理事から挨拶があった。 

 

議 事 

 

I. 協議事項 

１．４月理事会の議事録について 

   異議なく承認された。 
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２．５月新入・退会会員について 

    事務局から以下のとおり報告があり、異議なく承認 

    された。 

   ＊入会法人会員（１件） 

  NTT World Engineering Marine Corporation   

   （江坂慎一） 

 

＊入会個人会員（９件） 

 馬場輝彦（NCT Transnational Corp.）、長谷川哲夫・ 

  村田雄一（以上 H.R.D. Singapore Pte. Ltd.）、 

 平松泰三（JFE Techno Manila, Inc.）、石原美貴子、 

  六本木貴雄（SakamotoOrient Chemicals Corporation）、 

  齋藤凌太（Shimano (Philippines) Inc.）、照井一大

（Imasen Philippine Manufacturing Corporation）、 

  藤間隆太（Yokohama Tire Sales Philippines, Inc.） 

 

＊入会賛助会員（１件） 

   Won Dae Hee (Philippine Sinter Corporation) 

 

＊退会個人会員（５件）  

 中満潔（ADB）、佐藤和也（Nidec Philippines  

  Corporation）、高橋朋之（フィリピン日本海事検定株 

  式会社）、豊福浩嗣（NCT Transnational Corp.） 

  山岸誠（JFE Techno Manila, Inc.） 
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  以上の入退会後の会員数は、法人会員 377 件、個人会

員 545 件、賛助会員 16 件、ジュニア会員 2 件 合計 932

件、世帯数は 2,385 である。 

 

 II. 大使館からの連絡事項 

 牧野参事官からの報告。 

・サル痘という天然痘のような症状を起こす病気がヨー 

  ロッパを中心に発生している。外務省は 23 日付けで 

  感染症広域情報を発出している。まだフィリピンや東 

          南アジアでの発症例は報告されていないようだが注意 

  が必要。 

・６月以降の日本での水際対策措置の見直し。 

 国・地域を「赤」・「黄」・「青」の 3 つに区分し、検査・ 

  待機期間が決められている。「黄」・「青」からの入国者 

  でブースター接種を受けている方は、出発 72 間前の陰 

  性検査証明書を保持していれば入国時のＰＣＲ検査は 

  求めない。フィリピンが「黄」・「青」になるかはまだ 

  発表されておらず６月までには発表される。  

 

III.報告事項 

 新体制で初めての理事会のため各委員会から以下の通 

 り改めて概要説明及び活動報告があった。 

 １．企画委員会 高野会長 

 ・会の概要としては、理事会５役＋顧問役で構成され 

 日本人会全 般の経営・運営を担っている。月 1 回会合 

 を開催し、会の方向性に関わる重要事項、各委員会に 

 属さない事項、各委員会に属する事項でも特に審議が
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必要な重要事項につき議論した上で理事会に諮っている。

昨年の例でいうと、コロナ関連では商工会議所と協力し、

在留邦人の為の日本政府助成金を利用したＰＣＲ無料検

査の実施や日本政府承認ブランドのワクチン提供を大使

館経由で要望する等を行った。 

・直近の報告事項としては、９月末に退職する事務局長

後任につき、先月の理事会でも報告した通り公募による

候補者４人の面接を５月中旬に WEB で行い、以前パナソ

ニック・フィリピンに勤めておられた二村邦彦氏の採用

が内定した。 

 

２．広報委員会 篠原委員長 

会報「まぶはい」の発行をボランティアの編集委員のご

尽力に支えられながら四半期ごとに行っている。委員会

もそれに合わせて開催し、記事の作成・編集・原稿依頼

を行っている。原稿の作成には会員・理事の皆様にもお

願いしいる。会員からの投 稿も受け付けている。各号に

掲載する特集は、編集委員の方々が企画・取材し、仕上

げてくれている。皆様のご協力に感謝し引き続きご支援

をお願いする。今後の特集記事については、工場見学も

扱いと考えているので工場をお持ちの理事の皆様のご 

協力をお願いしたい。編集委員の人数が激減しているの

でご興味ある方のご紹介もお願いしたい。 

 

３．教育委員会 高野委員長 

    ・委員会の主な仕事は MJS（マニラ日本人学校）の維持 

     運営。 
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   ＭＪＳは、教育委員会が主体となり学校運営理事会を組織    

  し、その理事長を教育委員長、副理事長は餅原氏と高岡氏が 

  担当され、その他は大使館の方々、梶山校長はじめ学校代表 

  者、ならびに PTA 会長等の皆様で運営を行っている。２か月 

  に１回学校運営理事会を開催。 

   MJS に於いては現在、日本人教師 26 名、英会話講師５名、特 

   別講師２名、その他事務員 10 名（看護師２名含む）の皆様が 

   校務に携わっている。コロナパンデミックにより 1/3 に激減 

  した生徒数の回復、2025 年に期間満了となる借地権の更新問 

  題が大きな課題。 

  ・５月開催時の添付学校運営理事会議事録に、2021 年度の決 

  算、2022 年度の予算等掲載されている。 

 

４．診療所運営委員会 岡本和典委員長 

    委員長より委員会メンバーの紹介があり以下の報告があった。 

    現在の診療所は常勤・非常勤医師計６名の他に看護師２名、 

    Ｘ線技師２名、臨床検査技師３名、事務スタッフ７名（内日 

    本人２名）が勤務している。健康診断・各種検査に加えて、 

    コロナで長らく停止していた一般診療も最近再開した。収益 

    面ではコロナにより厳しい経営が続いているが、当地に住ん 

    でいらっしゃる日本人の皆様が医療面での不安を少しでも解 

    消し、安心して生活して頂けるように、日本人の皆様、日本 

    人会理事の皆様、大使館の皆様のご意見をよくお聞きしなが 

    ら、運営委員会として適切な対応を適時に実行していきたい。 
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５．スポーツ委員会 岡本淳宏副委員長 

  委員会の担当イベントは以下のとおり。 

 

 ・盆踊り大会 

  例年３月の開催で、ＭＪＳ（マニラ日本人学校）の敷地にて 

  盆踊りだけでなく各種ゲームや模擬店を出店し、コロナ前は 

  3,500 人ほどの来場者があり、規模も大きく大変賑やかイベ 

  ントとなっている。 

 ・日本人会ゴルフ大会 

  例年５月に開催されており、カンルーバンゴルフクラブで約 

  150 名が参加されている。 

 ・ソフトボール大会 

  例年９月から 11 月にかけて開催され、ＭＪＳのグランドで毎 

  週日曜日に 24 チームほどが参加されている。 

 ・スポーツフィエスタ 

  年 11 月の開催で、ＭＪＳの生徒によるドッジボール大会、 

  女子バレーボール大会、ソフトボールの決勝戦 が行われる他、 

  模擬店の出店やライブラリー委員会の古本市も開催。 

 

  以上４つの主な行事のうち、盆踊り大会、日本人会ゴルフ大 

  会については、コロナの状況に鑑み、本年度は残念ながら既 

  に中止を決定したが、最近のフィリピンにおけるコロナ感染 

  者数が下げ止まっている状況に於いて、例年９月に開催され 

  ているソフトボール大会を皮切りに、順次スポーツ委員会の 

  イベントを再開していく方向で検討している。また、日本人 

  会ゴルフ大会についても、５月の開催は一旦中止と判断した 

  が、今後もコロナ感染が下げ止まっている状況が続くようで   
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 あれば、年内での開催を改めて検討したいと考えている。スポ 

 ーツ委員会のイベントは、企画から実施まで数多くのボランテ 

 ィアの皆様による献身的な活動により支えられいる。イベント 

 の再開の際には、各企業よりボランティアで参加いただくスポ 

 ーツ委員の皆様のお力添えをフルにいただきたくお願いしたい。 

 

６．ライブラリー委員会 辰巳委員長 

 ライブラリーはコロナ禍の影響で休館していたが、最近になり 

 警戒レベルが引き下げられたので、関係省庁の規則に従い再開 

 した。広報委員会、スポーツ委員会同様にボランティアの皆様 

 の支援で運営されている。現在、書籍が 12,500冊。DVDが 1,900 

 タイトルあり、年間を通して日本の新刊本、新作 DVD を購入 

 しいる。また会員の方から寄贈いただいた書籍や DVD もある。 

 先日にはメルマガでライブラリーの案内を配信した。貸し出し 

 は、書籍は２週間、一人２冊まで、DVD は２週間、新着は１ 

 週間、一世帯２本までとなっている。今後も皆様のご要望にお 

 応えすべく、書籍・DVD の充実に取り組んでいきたい。 

 

７．日比友好文化委員会 鈴木委員長 

 二つの大きなイベントを開催している。一つ目が日本語スピー 

 チコンテストで日本人会・商工会議所が後援し、優勝者には日 

 本での研修旅行の為の航空券提供、入賞者への賞品は会員企業 

 の皆様から寄付をいただいている。コンテストはフィリピン全 

 国で日本語を勉強するフィリピン人の発表の舞台で日本人コミ 

 ュニティ全体が支援している。二つ目の文化祭は毎年６月に開 

 催しているが、ここ２年はコロナ禍で開催されていない。2019 

 年には RCBC の会場を借りて開催、同好会の活動発表、団体の   



 －８－ 

  ブースでの展示・出店、ステージでの上演、フィリピンの文 

  化人、アーテイストも参加して行われた。日頃接触の出来な 

  い文化と出会えるいい機会なので来年は実現したい。 

 

８．５月行事報告及び６月行事予定 

  事務局より５月実施行事及び６月行事予定について報告があ 

  った。   

 

                    以  上 

                                                                                                           

 次回理事会 ６月 28 日（火）13 時～  

   マニラ日本人会 22 階大会議室 （ハイブリッド）  

 

 

 


